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用
意
の
書
と
率
意
の
書
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二
〇
一
四
年
四
月
三
〇
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
奈
良
県
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
『
今
井
凌
雪
─
人
と
書
の
す
べ
て
─
』
展
（
奈
良
展
）
に
続
い
て
、
七
月

二
五
日
か
ら
二
九
日
ま
で
上
野
の
森
美
術
館
で
も
同
展
（
東
京
展
）
が
開
催
さ

れ
た
。
一
九
二
二
年
一
二
月
一
九
日
生
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
六
日
享
年
九
〇

歳
で
逝
去
さ
れ
た
恩
師
凌
雪
先
生
の
三
回
忌
を
兼
ね
た
回
顧
展
で
あ
る
。

　

奈
良
展
初
日
に
あ
わ
せ
て
雪
心
会
編
の
書
作
品
集
『
今
井
凌
雪
─
人
と
書
の

す
べ
て
─
』
と
刻
印
集
『
凌
雪
印
存
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
書
作
品
集
に
は
、
藤

岡
都
逕
会
長
「
今
井
凌
雪
─
人
と
書
の
す
べ
て
─
開
催
に
あ
た
っ
て
」
と
田
宮

文
平
氏
「
今
井
凌
雪
と
そ
の
時
代
」
の
二
文
、【
作
品
】
七
五
点
、【
臨
書
】
と

し
て
〈
張
翰
帖
〉〈
曶
鼎
〉〈
鉄
山
刻
経
〉〈
牛
橛
造
像
記
〉〈
孫
過
庭
・
書
譜

（
巻
子
）〉〈
趙
孟
頫
・
度
人
妙
経
〉〈
敬
客
・
王
居
士
塼
塔
銘
〉〈
孫
過
庭
・
書

譜
（
冊
子
）〉〈
淳
化
閣
帖
巻
九
〉〈
淳
化
閣
帖
巻
一
〉〈
集
王
聖
教
序
〉〈
九
成

宮
醴
泉
銘
〉〈
王
寵
・
行
書
冊
〉〈
何
紹
基
・
金
陵
雑
述
〉〈
殷
周
金
文
〉
の
全

臨
と
、〈
蘭
亭
序
〉〈
南
宋
高
宗
・
孝
女
曹
娥
碑
〉〈
南
宋
孝
宗
・
法
書
賛
〉〈
趙

孟
頫
・
蘭
亭
十
三
跋
〉〈
王
寵
・
行
書
冊
〉〈
王
羲
之
・
十
七
帖
〉〈
孫
過
庭
・

書
譜
〉〈
召
伯
虎
殷
〉〈
曹
全
碑
〉
の
半
紙
臨
書
（『
新
書
鑑
』
誌
に
掲
載
さ
れ

た
御
手
本
）、
な
ら
び
に
【
生
活
の
中
の
書
】
と
し
て
書
籍
題
字
・
陶
器
作
品
・

表
札
・
出
版
物
・
こ
だ
わ
り
の
文
房
具
・
自
用
印
、「
率
意
の
書
」
と
「
書
の

表
現
」
の
二
文
、
そ
し
て
【
釈
文
】【
年
譜
】
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

凌
雪
先
生
の
二
文
「
率
意
の
書
」
と
「
書
の
表
現
」
は
、『
書
と
人
と
詞
─

真
行
草
の
す
が
た
』（「
日
本
の
美
と
文
化
」
第
６
巻
・
講
談
社
一
九
八
三
年
発

行
）
よ
り
の
転
載
で
、
数
点
の
図
版
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
率
意
の
書
」
は
、「
良
い
書
の
条
件
」「
用
意
の
書
と
率
意
の
書
」「
熟
中
の

生
、
生
中
の
熟
」「
名
跡
に
見
る
用
意
と
率
意
」
を
柱
に
綴
ら
れ
て
い
る
が
、

「
用
意
の
書
と
率
意
の
書
」
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
自
ら
の
制
作
過
程
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
行
き

届
い
た
用
意
の
書
で
あ
り
、
し
か
も
、
率
意
の
書
で
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
、
心
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技
一
体
の
境
地
を
追
い
求
め
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
用
意
の
書

と
率
意
の
書
は
対
立
概
念
で
は
な
く
、
互
い
に
他
を
補
う
、
勝
れ
た
書
の
条
件

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
一
枚
は
、
文
字
ど
お
り
、
白
紙
に
書
く
わ
け
で
、

新
鮮
な
書
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
何
枚
も
書
く
と
、
前
に
う
ま
く
い
っ
た
と
こ

ろ
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
欲
が
出
て
、
自
由
さ
が
な
く
な
る
。
一
枚
め
は
何
の

こ
だ
わ
り
も
な
く
、
心
の
閃
き
に
応
じ
て
書
く
か
ら
、
生
き
生
き
し
た
書
に
な

る
の
で
あ
る
。
／
制
作
意
識
を
持
っ
て
い
る
場
合
で
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
他

の
目
的
で
何
気
な
く
書
く
場
合
は
、
よ
り
率
意
性
、
即
ち
、
こ
だ
わ
り
の
な
い

自
由
さ
が
出
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
い
き
な
り
書
く
と

か
、
草
卒
の
間
に
書
く
と
か
い
う
こ
と
、
即
ち
、
卒
意
の
書
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
だ
わ
り
の
な
い
書
、
即
ち
、
率
意
の
書
の
条
件
に
な
る
。
実
際
、
自
分
の
周

囲
を
見
て
も
、
準
備
構
想
に
は
手
間
と
時
間
は
十
分
に
か
け
る
け
れ
ど
も
、
作

品
そ
の
も
の
は
、
せ
い
ぜ
い
数
枚
で
仕
上
げ
る
と
い
う
人
が
多
い
。

─
─
『
今
井
凌
雪
─
人
と
書
の
す
べ
て
─
』
一
六
四
頁

　

右
傍
線
部
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
歴
代
書
論
の
二
文
を
想

起
す
る
。

　

心
急
に
し
て
執
筆
緩
な
る
者
有
り
、
心
緩
に
し
て
執
筆
急
な
る
者
有
り
。
執

筆
近
く
し
て
緊
な
る
能
は
ざ
る
が
若
き
者
は
、
心
手
斉
（
か
な
）
は
ず
、
意
は

後
に
筆
は
前
に
す
る
者
は
敗
れ
、
執
筆
遠
く
し
て
急
な
る
が
若
く
、
意
は
前
に

筆
は
後
に
す
る
者
は
勝
つ
。
─
─
衛
鑠
「
筆
陣
図
」

　

凡
そ
書
は
沈
静
を
貴
び
、
意
を
し
て
筆
の
前
に
在
ら
し
め
、
字
を
し
て
心
の

後
に
居
ら
し
め
、
未
だ
作
ら
ざ
る
の
始
め
に
思
を
結
び
て
成
す
な
り
。
─
─
王

羲
之
「
書
論
」

「
意
前
筆
後
」「
意
在
筆
前
」、
す
な
わ
ち
作
品
制
作
に
は
先
ず
構
想
を
練
り
、

書
く
前
に
胸
中
に
構
想
が
で
き
て
か
ら
筆
を
執
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

心
と
手
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
「
心
」
＝
「
意
」

　
「
手
」
＝
「
筆
」
＝
「
技
」

　

よ
っ
て
、
凌
雪
先
生
の
い
う
「
心
技
一
体
」
に
な
る
に
は
、
ま
ず
は
基
礎
的

鍛
錬
（
工
夫
）
を
積
み
重
ね
た
「
手
」
＝
「
筆
」
＝
「
技
」
に
よ
る
「
用
意
の

書
」
を
も
っ
て
し
て
、「
意
前
筆
後
」「
意
在
筆
前
」
の
境
地
で
卒
意
に
書
し
た

「
率
意
の
書
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
対
立
概
念
で
は
な
く
、
互

い
に
他
を
補
う
、
勝
れ
た
書
の
条
件
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
用
意
の

書
」
は
「
率
意
の
書
」
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

　

拙
作
は
、
太
平
天
国
の
乱
を
鎮
圧
し
、
曽
国
藩
や
李
鴻
章
ら
と
共
に
軍
備
強

化
の
た
め
洋
務
運
動
を
推
進
し
、「
清
代
最
後
の
大
黒
柱
」
と
呼
ば
れ
る
左
宗
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棠
（
一
八
一
二
〜
八
五
）
が
篆
書
で
書
い
た
文
語
（
出
典
未
詳
）
を
、
は
じ
め

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
隷
書
で
書
い
て
み
た
。
し
か
し
書
け
ば
書
く
ほ
ど
「
用
意

の
書
」
の
呪
縛
か
ら
脱
出
で
き
な
い
。
漢
碑
の
な
か
で
も
八
分
を
ベ
ー
ス
に
し

た
が
、「
於
」
字
三
字
を
変
化
さ
せ
た
り
、「
冬
」
字
を
篆
書
に
し
て
み
た
り
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　

使
用
し
た
筆
は
、
杭
州
宣
和
の
「
宣
和
石
獾
（
中
）」
と
い
う
狼
毫
。
通
常

は
純
羊
毫
を
用
い
る
の
だ
が
、
ふ
と
十
年
ほ
ど
前
に
杭
州
で
購
入
し
た
筆
を
使

っ
た
。
墨
は
平
成
四
年
製
「
書
鑑
」、
紙
は
紅
星
牌
二
層
夾
宣
で
あ
る
。

　

数
日
に
分
け
て
十
数
枚
ぐ
ら
い
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
紙
を
薄
口
の
夾
宣
に
換

え
、
書
体
も
行
草
に
変
え
て
一
気
呵
成
に
書
い
て
み
た
。
そ
れ
が
本
作
で
あ
る
。

第
一
行
三
字
目
「
之
」
と
四
字
目
「
本
」
字
が
く
っ
つ
き
、「
本
」
字
右
下
部

の
空
間
が
広
く
な
っ
た
こ
と
、
第
二
行
三
字
目
「
長
」
字
が
大
き
く
な
り
傾
い

た
こ
と
、
三
行
目
下
三
字
が
や
や
軽
く
な
っ
た
こ
と
、
渇
筆
に
難
が
有
る
な
ど
、

気
に
な
る
点
が
い
く
つ
も
有
る
の
だ
が
、「
用
意
の
書
」
の
呪
縛
か
ら
辛
う
じ

て
抜
け
出
せ
た
気
に
な
っ
た
。「
率
意
の
書
」
に
は
ほ
ど
遠
く
稚
拙
だ
が
、
一

枚
だ
け
サ
ッ
と
書
い
た
の
で
「
卒
意
の
書
」
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
る
。
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生
、
物
之
本
、
必
資
於
培
植
。
无
為
善
長
、
仁
為
性
体
。

発
育
万
物
、
斂
於
冬
而
熾
於
春
。
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